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９．災害時における必要船舶数等の検討 

 「８．災害時における必要物資量の検討」から得られた区市町村別の緊急物資輸送需要

量を基に、水上輸送経路の検討並びに当該経路に供給可能な船舶数との需給バランスにつ

いて検討を行った。また、各経路において想定される荷役手法についても合わせて検討を

行い、各経路における水上輸送の課題について検討を行った。 

 

9.1 物資の水上輸送経路の検討 

 物資の水上輸送経路は、以下の条件に基づき設定した。 

   ①都内市町村部は船着場が無いため、区部を検討の対象とした。 

   ②自区内に船着場＊が無い区は、水上輸送を行わないこととした。 

   ③各区が活用する船着場は、各区の地域内輸送拠点に最も近い船着場とした。 

   ④考えられる水上輸送経路は図 9.1-1 に示すとおりとし、本検討では、同図に示し

た青実線、赤実線・点線の経路を検討の対象とした。 

＊：本章における船着場とは、「水上輸送基地、防災船着場、ﾘﾊﾞｰｽﾃｰｼｮﾝ」を示す。 

地域内輸送拠点
水上輸送基地
防災船着場
ﾘﾊﾞｰｽﾃｰｼｮﾝ

防災拠点
(備蓄倉庫、
業者・団体)

外部へ

水上輸送基地
防災船着場
ﾘﾊﾞｰｽﾃｰｼｮﾝ

外部から

　　凡　　　　　　例

食料、生活必需品、調製粉乳・
哺乳瓶の輸送の流れ

し尿、瓦礫の輸送の流れ

その他外部から調達する物
資の流れ

広域輸送基地
(海上)

 

図 9.1-1 水上輸送の流れ 

 

 各区の地域内輸送拠点を陸上の目的地とし、地域内輸送拠点に最も近い船着場を整理し

た結果を表 9.1-1 に示す。 

 また、防災拠点は備蓄倉庫や業者・団体であり、各施設から輸送する必要物資の輸送先

を表 9.1-2 に示す。輸送先は、「８．災害時における必要物資量等の検討」で整理した結果

を用いた。（なお、表 9.1-2 において、「一度目の輸送」とは、不足量に対する最近傍の備

蓄倉庫等からの輸送を言い、「二度目の輸送」とは、「一度目の輸送」で賄いきれなかった

分に係る次に近い備蓄倉庫等からの輸送を言う。） 
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表 9.1-1 地域内輸送拠点から最も近い船着場と想定経路 

船着場の
有無

●：有り
×：無し

船着場名 住所 河川名

千代田区 ● 新三崎橋 千代田区飯田橋3 日本橋川 新三崎橋←→靖国通り←→千代田区本庁舎

中央区 ● 明石 中央区明石町 隅田川 明石←→晴海通り←→新大橋通り←→中央区本庁舎

港区 ● 日の出桟橋 港区海岸2 東京港 日の出桟橋←→海岸通り←→新大橋通り←→晴海通り←→日比谷通り←→港区本庁舎

新宿区 × － － － －

文京区 ● 市兵衛河岸 文京区後楽1 神田川 市兵衛河岸←→外堀通り←→国道17号←→国道254号←→文京シビックセンター

台東区 ● 浅草 台東区花川戸1 隅田川 浅草←→国道6号←→浅草通り←→国道4号←→台東区本庁舎

墨田区 ● 墨田区庁舎前（吾妻橋） 墨田区吾妻橋2 隅田川 墨田区庁舎前（吾妻橋）←→墨田区本庁舎

江東区 ● スポーツ会館前 江東区北砂1 小名木川 スポーツ会館前←→明治通り←→葛西橋通り←→四ツ目通り←→江東区本庁舎

品川区 ● 東海橋 品川区品川3 目黒川 東海橋←→国道15号←→品川区防災センター

目黒区 × － － － －

大田区 ● 夫婦橋 大田区南蒲田1 呑川 夫婦橋←→国道15号←→環八通り←→大田区本庁舎

世田谷区 × － － － －

渋谷区 × － － － －

中野区 × － － － －

杉並区 × － － － －

豊島区 × － － － －

北区 ● 神谷 北区神谷1 隅田川 神谷←→国道122号←→本郷通り←→北区防災センター

荒川区 ● 東尾久 荒川区東尾久7 隅田川 東尾久←→尾久橋通り←→明治通り←→荒川区本庁舎

板橋区 ● 小豆沢 板橋区小豆沢4 新河岸川 小豆沢←→板橋区立小豆沢体育館

練馬区 × － － － －

足立区 ● 新田 足立区新田2 荒川 新田←→河川敷道路←→環七通り←→国道4号←→足立区保木間公園

葛飾区 ● 青戸 葛飾区青戸6 中川 青戸←→葛西中央通り←→国道6号←→葛飾区地域産業振興会館

江戸川区 ● 西新小岩 葛飾区西新小岩1 中川 西新小岩←→蔵前橋通り←→平和通り←→国道14号←→江戸川区総合文化センター

区 地域内輸送拠点と船着場間の想定経路
地域内輸送拠点から最も近い船着場

 

 

表 9.1-2① 備蓄倉庫から輸送する物資とその輸送先の区（食料） 

形式 名称 所在地

毛利 江東区毛利2－1－12 墨田区

北烏山 世田谷区北烏山7－1、8－1

塩浜 江東区塩浜2－26－13 江東区

船橋 世田谷区船橋4－41－17 世田谷区

西新小岩 葛飾区西新小岩2－1 葛飾区 江戸川区

白鬚東 墨田区堤通2－8－14 ほか 北区 荒川区 足立区

麻布十番駅地下 港区麻布十番1－2ほか 港区 目黒区

城南大橋第二 大田区東海3－4 大田区

南千住 荒川区南千住6－45－41 台東区 北区 荒川区 足立区

清澄白河駅地下 江東区清澄3 中央区 港区 台東区 江東区

五色橋教育庁倉庫 港区港南3－1 品川区

中野養護学校 中野区南台3－46－20 中野区 杉並区 練馬区

立川地域防災センター 立川市緑町3233

都庁第2本庁舎 新宿区西新宿2－8－1 都庁第2本庁舎 目黒区 世田谷区 中野区 杉並区 練馬区

墨田区堤通 墨田区堤通1－9－8 墨田区土木事務所 墨田区

江戸川区中央 江戸川区中央1－4－1 江戸川区役所 江戸川区

葛飾区 葛飾区立石5－13－1 葛飾区役所 葛飾区

テレコムセンター 江東区青海2-38 品川区 大田区

西多摩福祉事務所 青梅市河辺6－4－1 青梅合同庁舎 -

大島支庁 大島町元町字小清水 -

三宅支庁 三宅村三宅字伊豆 -

八丈支庁 八丈町大賀郷 -

小笠原支庁 小笠原村父島字西町 -

※網掛けは一度目の輸送、その他は二度目の輸送を示す。

食料の輸送先

都
直
営

兼
用
倉
庫

合　　　　計

 

-
 
3
1
3
 
-
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表 9.1-2② 備蓄倉庫から輸送する物資とその輸送先（生活必需品等） 

形式 名称 所在地

毛利 江東区毛利2－1－12 千代田区 墨田区 江東区 中央区 文京区 中野区

北烏山 世田谷区北烏山7－1、8－1 市部へ

塩浜 江東区塩浜2－26－13 江東区

船橋 世田谷区船橋4－41－17 世田谷区 狛江市

西新小岩 葛飾区西新小岩2－1 江戸川区

白鬚東 墨田区堤通2－8－14 ほか 豊島区 北区 荒川区 板橋区 練馬区 足立区 葛飾区 台東区

麻布十番駅地下 港区麻布十番1－2ほか 千代田区 港区 目黒区

城南大橋第二 大田区東海3－4 大田区

南千住 荒川区南千住6－45－41 文京区 台東区 北区 荒川区 足立区

清澄白河駅地下 江東区清澄3 中央区

五色橋教育庁倉庫 港区港南3－1 品川区

中野養護学校 中野区南台3－46－20 中野区 杉並区 練馬区

立川地域防災センター 立川市緑町3233

都庁第2本庁舎 新宿区西新宿2－8－1 都庁第2本庁舎 新宿区 渋谷区 豊島区 板橋区

墨田区堤通 墨田区堤通1－9－8 墨田区土木事務所 墨田区

江戸川区中央 江戸川区中央1－4－1 江戸川区役所 江戸川区

葛飾区 葛飾区立石5－13－1 葛飾区役所 葛飾区

テレコムセンター 江東区青海2-38 新宿区 品川区 目黒区 大田区 世田谷区 渋谷区 杉並区

西多摩福祉事務所 青梅市河辺6－4－1 青梅合同庁舎 -

大島支庁 大島町元町字小清水 -

三宅支庁 三宅村三宅字伊豆 -

八丈支庁 八丈町大賀郷 -

小笠原支庁 小笠原村父島字西町 -

※網掛けは一度目の輸送、その他は二度目の輸送を示す。

合　　　　計

生活必需品の輸送先

都
直
営

兼
用
倉
庫

 

 

表 9.1-2③ 輸送する物資とその輸送先（調製粉乳・哺乳瓶） 

種類 業者名称 所在地 調製粉乳・哺乳瓶の輸送先

（株）サンワーク　本荘105倉庫 武蔵村山市伊奈平2-41
港区、新宿区、品川区、目黒区、大田区、世田谷
区、渋谷区、中野区、杉並区、練馬区

明治乳業（株）埼玉工場倉庫 埼玉県春日部市南栄町1-5
千代田区、中央区、文京区、台東区、墨田区、江東
区、豊島区、北区、荒川区、板橋区、足立区、葛飾
区、江戸川区

（株）ヒューテックノオリン戸田支店 埼玉県戸田市新曽南3-2-17

千代田区、中央区、港区、新宿区、文京区、台東
区、墨田区、江東区、品川区、目黒区、大田区、世
田谷区、渋谷区、中野区、杉並区、豊島区、北区、
荒川区、板橋区、練馬区、足立区、葛飾区、江戸川
区

イワツキ（株）本社配送センター 板橋区志村1-32-18
目黒区、世田谷区、渋谷区、中野区、杉並区、練馬
区

ディーエヌピーロジスティックス 北区赤羽南2-20-7
千代田区、中央区、港区、新宿区、文京区、台東
区、墨田区、江東区、品川区、大田区、豊島区、北
区、荒川区、板橋区、足立区、葛飾区、江戸川区

※網掛けは一度目の輸送、その他は二度目の輸送を示す。

調
製
粉
乳

哺
乳
瓶

 

 

-
 
3
1
4
 
-
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 上記の物資（食料、生活必需品、調製粉乳・哺乳瓶）の調達先と輸送先より、水上輸送

が行えるケースを整理した結果を表 9.1-3 に示す。食料の輸送で７つの区が、生活必需品

等の輸送で 10 の区が水上輸送の可能性がある。また、調製粉乳では 14 の区が、哺乳瓶で

は 12の区が水上輸送を行える可能性がある。なお、水上輸送を行える可能性に係る判定は、

以下①～③に示す条件全てに該当する場合とした。なお、上位の判定条件で「×」となっ

た場合、それ以降の判定条件は「－」で表示している。 

  【 判定条件 】 

   ①他区市町村間の輸送である、または調達先と輸送先の間が緊急輸送道路で結ばれ

ておらず、近接性が低い。 

   ②物資の調達先と輸送先の間で検討対象の河川・運河が存在する。 

   ③自区内に船着場が存在する。 

 

表 9.1-3① 水上輸送の可能性（食料） 

① ② ③

毛利 墨田区 × - -

塩浜 江東区 × - -

船橋 世田谷 × - -

西新小岩 葛飾区 × - -

江戸川区 × - -

白髭東 北区 ○ ○ ○ 千住→神谷

荒川区 ○ ○ ○ 千住→東尾久

足立区 ○ ○ ○ 千住→堀切

麻布十番駅地下 港区 × - -

目黒区 ○ × -

城南大橋第二 大田区 ○ ○ ○ 東京都漁連水産流通センター→夫婦橋

南千住 台東区 × - -

北区 × - -

荒川区 × - -

足立区 × - -

清澄白河駅地下 中央区 ○ ○ ○ 高橋→明石

港区 ○ ○ ○ 高橋→明石

台東区 ○ ○ ○ 高橋→浅草

江東区 ○ ○ ○ 高橋→スポーツ会館前

五色橋教育庁倉庫 品川区 ○ ○ ○ 日の出桟橋→東海橋

中野養護学校 中野区 × - -

杉並区 ○ × -

練馬区 ○ × -

都庁第2本庁舎 目黒区 ○ × -

世田谷区 ○ × -

中野区 ○ × -

杉並区 ○ × -

練馬区 ○ × -

墨田区堤通 墨田区 × - -

江戸川区中央 江戸川区 × - -

葛飾区 葛飾区 × - -

テレコムセンター 品川区 ○ ○ ○ 青海客船ターミナル→東海橋

大田区 ○ ○ ○ 青海客船ターミナル→夫婦橋

活用対象船着場備蓄倉庫 輸送先
判定条件

 

他区市町村間の輸送である、または調達先と輸送先の間が緊急輸送道路で
結ばれておらず、近接性が低い。
物資の調達先と輸送先間で検討対象の河川・運河が存在する。
自区内に船着場が存在する。

： 水上輸送の可能性あり

判定条件①：

判定条件③：
判定条件②：
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表 9.1-3② 水上輸送の可能性（生活必需品等） 

① ② ③

毛利 千代田区 ○ ○ ○ 扇橋閘門→新三崎橋

墨田区 × - -

江東区 ○ ○ ○ 扇橋閘門→スポーツ会館前

中央区 ○ ○ ○ 扇橋閘門→明石

文京区 ○ ○ ○ 扇橋閘門→市兵衛河岸

中野区 ○ × -

塩浜 江東区 × - -

船橋 世田谷 × - -

西新小岩 江戸川区 × - -

白髭東 豊島区 ○ × -

北区 ○ ○ ○ 千住→神谷

荒川区 ○ ○ ○ 千住→東尾久

板橋区 ○ ○ ○ 千住→小豆沢

練馬区 ○ × -

足立区 ○ ○ ○ 千住→堀切

葛飾区 ○ ○ ○ 千住→東立石

台東区 ○ ○ ○ 千住→浅草

麻布十番駅地下 千代田区 ○ ○ ×

港区 × - -

目黒区 ○ × -

城南大橋第二 大田区 ○ ○ ○ 東京都漁連水産流通センター→夫婦橋

南千住 文京区 ○ ○ ×

台東区 × - -

北区 × - -

荒川区 × - -

足立区 ○ ○ ○ 白髭西→堀切

清澄白河駅地下 中央区 ○ ○ ○ 高橋→明石

五色橋教育庁倉庫 品川区 × - -

中野養護学校 中野区 × - -

杉並区 ○ × -

練馬区 ○ × -

都庁第2本庁舎 新宿区 × - -

渋谷区 ○ × -

豊島区 ○ × -

板橋区 ○ ○ ×

墨田区堤通 墨田区 × - -

江戸川区中央 江戸川区 × - -

葛飾区 葛飾区 × - -

テレコムセンター 新宿区 ○ × -

品川区 ○ ○ ○ 青海客船ターミナル→東海橋

目黒区 ○ × -

大田区 ○ ○ ○ 青海客船ターミナル→夫婦橋

世田谷区 ○ × -

渋谷区 ○ × -

杉並区 ○ × -

備蓄倉庫 輸送先 活用対象船着場
判定条件

 

他区市町村間の輸送である、または調達先と輸送先の間が緊急輸送道路で
結ばれておらず、近接性が低い。
物資の調達先と輸送先間で検討対象の河川・運河が存在する。
自区内に船着場が存在する。

： 水上輸送の可能性あり

判定条件①：

判定条件③：
判定条件②：
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表 9.1-3③ 水上輸送の可能性（調製粉乳） 

① ② ③

港区 ○ × -

新宿区 ○ × -
品川区 ○ × -
目黒区 ○ × -
大田区 ○ × -
世田谷区 ○ × -
渋谷区 ○ × -
中野区 ○ × -
杉並区 ○ × -
練馬区 ○ × -
千代田区 ○ ○ ○ 川口→日の出桟橋
中央区 ○ ○ ○ 川口→日の出桟橋
文京区 ○ ○ ○ 川口→日の出桟橋
台東区 ○ ○ ○ 川口→浅草
墨田区 ○ ○ ○ 川口→墨田区庁舎前
江東区 ○ ○ ○ 川口→スポーツ会館前
豊島区 ○ × -
北区 ○ ○ ○ 川口→神谷
荒川区 ○ ○ ○ 川口→東尾久
板橋区 ○ ○ ○ 川口→小豆沢
足立区 ○ ○ ×
葛飾区 ○ ○ ○ 川口→青戸
江戸川区 ○ ○ ○ 川口→西新小岩
千代田区 ○ ○ ○ 戸田→日の出桟橋
中央区 ○ ○ ○ 戸田→日の出桟橋
港区 ○ ○ ○ 戸田→日の出桟橋
新宿区 ○ × -
文京区 ○ ○ ○ 戸田→市兵衛河岸
台東区 ○ ○ ○ 戸田→浅草
墨田区 ○ ○ ○ 戸田→墨田区庁舎前
江東区 ○ ○ ○ 戸田→スポーツ会館前
品川区 ○ ○ ○ 戸田→東海橋
目黒区 ○ × -
大田区 ○ ○ ○ 戸田→夫婦橋
世田谷区 ○ × -
渋谷区 ○ × -
中野区 ○ × -
杉並区 ○ × -
豊島区 ○ × -
北区 ○ ○ ○ 戸田→神谷
荒川区 ○ ○ ○ 戸田→東尾久
板橋区 ○ ○ ○ 戸田→小豆沢
練馬区 ○ × -
足立区 ○ ○ ○ 戸田→新田
葛飾区 ○ ○ ○ 戸田→青戸
江戸川区 ○ ○ ○ 戸田→西新小岩

活用対象船着場調達先 輸送先

（株）サンワーク
本荘105倉庫

明治乳業（株）埼
玉工場倉庫

（株）ヒューテッ
クノオリン戸田支

店

判定条件

 

他区市町村間の輸送である、または調達先と輸送先の間が緊急輸送道路で
結ばれておらず、近接性が低い。
物資の調達先と輸送先間で検討対象の河川・運河が存在する。
自区内に船着場が存在する。

： 水上輸送の可能性あり

判定条件①：

判定条件③：
判定条件②：
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表 9.1-3④ 水上輸送の可能性（哺乳瓶） 

① ② ③

目黒区 ○ × -

世田谷区 ○ × -
渋谷区 ○ × -
中野区 ○ × -
杉並区 ○ × -
練馬区 ○ × -
千代田区 ○ ○ ○ 神谷→新三崎橋
中央区 ○ ○ ○ 神谷→明石
港区 ○ ○ ○ 神谷→日の出桟橋
新宿区 ○ × -
文京区 ○ ○ ○ 神谷→市兵衛河岸
台東区 ○ ○ ○ 神谷→浅草
墨田区 ○ ○ ○ 神谷→墨田区庁舎前
江東区 ○ ○ ○ 神谷→スポーツ会館前
品川区 ○ ○ ○ 神谷→東海橋
大田区 ○ ○ ○ 神谷→夫婦橋
豊島区 ○ × -
北区 ○ ○ ×
荒川区 ○ ○ ○ 神谷→東尾久
板橋区 ○ ○ ×
足立区 ○ ○ ○ 神谷→堀切
葛飾区 ○ ○ ○ 神谷→青戸
江戸川区 ○ ○ ○ 神谷→西新小岩

活用対象船着場輸送先

ディーエヌピーロ
ジスティックス

イワツキ（株）本
社配送センター

調達先
判定条件

 

他区市町村間の輸送である、または調達先と輸送先の間が緊急輸送道路で
結ばれておらず、近接性が低い。
物資の調達先と輸送先間で検討対象の河川・運河が存在する。
自区内に船着場が存在する。

： 水上輸送の可能性あり

判定条件①：

判定条件③：
判定条件②：

 

 

 表 9.1-3 において、判定条件①～③が全て「○」のものは、水上輸送の可能性があり、

それらを対象に、物資毎の水上輸送ルートを設定した結果を、表 9.1-4①～④に示す。 

 また、し尿と瓦礫は、前述の図 9.1-1 に示す地域内輸送拠点から海上へ向かう輸送の流

れとなる。し尿と瓦礫は各区の地域内輸送拠点から最も近い船着場もしくは広域輸送基地

（海上）へ輸送することとし、輸送ルートを設定した。その結果を表 9.1-5 に示す。 
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表 9.1-4① 設定した水上輸送ルート（食料） 

物資の
種類

調達先 輸送先
ルート
No.

輸送ルート

北区 食料-1 白髭東→千住→隅田川→神谷→国道122号→本郷通り→北区防災センター

荒川区 食料-2 白髭東→千住→隅田川→東尾久→尾久橋通り→明治通り→荒川区本庁舎

足立区 食料-3
白髭東→千住→隅田川→荒川→堀切→河川敷道路→国道4号→足立区保木
間公園

城南大橋第二 大田区 食料-4
城南大橋第二→国道357号→東京都漁連水産センター→京浜運河→京浜南
運河→海老取運河→呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

中央区 食料-5
清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→隅田川→明石→晴海通り→
新大橋通り→中央区本庁舎

港区 食料-6
清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→隅田川→日の出桟橋→海岸
通り→新大橋通り→晴海通り→日比谷通り→港区本庁舎

台東区 食料-7
清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→隅田川→浅草→国道6号→
浅草通り→国道4号→台東区本庁舎

江東区 食料-8
清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→スポーツ会館前→国道4号→
明治通り→葛西橋通り→四ツ目通り→江東区本庁舎

五色橋教育庁倉庫 品川区 食料-9
五色橋教育庁舎→海岸通り→日の出桟橋→東京港→天王洲南運河→京浜運
河→目黒川→東海橋→国道15号→品川区防災センター

品川区 食料-10
テレコムセンター→青海客船ターミナル→東京港→有明南運河→天王洲南運
河→京浜運河→目黒川→東海橋→国道15号→品川区防災センター

大田区 食料-11
テレコムセンター→青海客船ターミナル→東京港→有明南運河→京浜南運河
→海老取運河→呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

食
料

白髭東

清澄白河駅地下

テレコムセンター
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表 9.1-4② 設定した水上輸送ルート（生活必需品） 

物資の
種類

調達先 輸送先
ルート
No.

輸送ルート

千代田区 生活-1
毛利→新大橋通り→扇橋閘門→小名木川→隅田川→日本橋川→新三崎橋→
靖国通り→千代田区本庁舎

中央区 生活-2
毛利→新大橋通り→扇橋閘門→小名木川→隅田川→明石→晴海通り→新大
橋通り→中央区本庁舎

江東区 生活-3
毛利→新大橋通り→扇橋閘門→小名木川→スポーツ会館前→明治通り→葛西
橋通り→四ツ目通り→江東区本庁舎

文京区 生活-4
毛利→新大橋通り→扇橋閘門→小名木川→隅田川→神田川→市兵衛河岸→
外堀通り→国道17号→国道254号→文京シビックセンター

北区 生活-5 白髭東→千住→隅田川→神谷→国道122号→本郷通り→北区防災センター

荒川区 生活-6 白髭東→千住→隅田川→東尾久→尾久橋通り→明治通り→荒川区本庁舎

板橋区 生活-7 白髭東→千住→隅田川→新河岸川→小豆沢→板橋区立小豆沢体育館

足立区 生活-8
白髭東→千住→隅田川→荒川→堀切→河川敷道路→国道4号→足立区保木
間公園

葛飾区 生活-9
白髭東→千住→隅田川→荒川→中川→青戸→環七通り→国道6号→葛飾区
地域産業振興会館

台東区 生活-10
白髭東→千住→隅田川→浅草→国道6号→浅草通り→国道4号→台東区本庁
舎

城南大橋第二 大田区 生活-11
城南大橋第二→国道357号→東京都漁連水産センター→京浜運河→京浜南
運河→海老取運河→呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

南千住 足立区 生活-12
南千住→国道4号→明治通り→白髭西→隅田川→荒川→堀切→河川敷道路
→国道4号→足立区保木間公園

清澄白河駅地下 中央区 生活-13
清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→隅田川→明石→晴海通り→
新大橋通り→中央区本庁舎

品川区 生活-14
テレコムセンター→青海客船ターミナル→東京港→有明南運河→天王洲南運
河→京浜運河→目黒川→東海橋→国道15号→品川区防災センター

大田区 生活-15
テレコムセンター→青海客船ターミナル→東京港→有明南運河→京浜南運河
→海老取運河→呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

生
活
必
需
品

毛利

白髭東

テレコムセンター
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表 9.1-4③ 設定した水上輸送ルート（調製粉乳） 

物資の
種類

調達先 輸送先
ルート
No.

輸送ルート

千代田区 粉乳-1
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→日本橋川→新
三崎橋→靖国通り→千代田区本庁舎

中央区 粉乳-2
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→明石→晴海通
り→新大橋通り→中央区本庁舎

文京区 粉乳-3
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→神田川→市兵
衛河岸→外堀通り→国道17号→国道254号→文京シビックセンター

台東区 粉乳-4
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→浅草→国道6
号→浅草通り→国道4号→台東区本庁舎

墨田区 粉乳-5
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→墨田区庁舎前
→墨田区本庁舎

江東区 粉乳-6
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→旧中川→小名木川→ス
ポーツ会館前→明治通り→葛西橋通り→四ツ目通り→江東区本庁舎

北区 粉乳-7
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→神谷→国道
122号→本郷通り→北区防災センター

荒川区 粉乳-8
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→東尾久→尾久
橋通り→明治通り→荒川区本庁舎

板橋区 粉乳-9
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→新河岸川→小
豆沢→板橋区立小豆沢体育館

葛飾区 粉乳-10
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→中川→青戸→葛西中央
通り→国道6号→葛飾区地域産業振興会館

江戸川区 粉乳-11
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→中川→西新小岩→蔵前
橋通り→平和通り→国道14号→江戸川区総合文化センター

千代田区 粉乳-12
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→日本橋川→新三崎橋→靖国
通り→千代田区本庁舎

中央区 粉乳-13
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→明石→晴海通り→新大橋通
り→中央区本庁舎

港区 粉乳-14
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→日の出桟橋→海岸通り→新
大橋通り→晴海通り→日比谷通り→港区本庁舎

文京区 粉乳-15
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→神田川→市兵衛河岸→外堀
通り→国道17号→国道254号→文京シビックセンター

台東区 粉乳-16
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→浅草→国道6号→浅草通り
→国道4号→台東区本庁舎

墨田区 粉乳-17
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→墨田区庁舎前（吾妻橋）→
墨田区本庁舎

江東区 粉乳-18
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→旧中川→小名木川→スポーツ会館前
→明治通り→葛西橋通り→四ツ目通り→江東区本庁舎

品川区 粉乳-19
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→東京港→天王洲南運河→京浜運河→
目黒川→東海橋→国道15号→品川区防災センター

大田区 粉乳-20
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→東京港→京浜南運河→海老取運河→
呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

北区 粉乳-21
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→神谷→国道122号→本郷通
り→北区防災センター

荒川区 粉乳-22
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→東尾久→尾久橋通り→明治
通り→荒川区本庁舎

板橋区 粉乳-23
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→新河岸川→小豆沢→板橋区
立小豆沢体育館

足立区 粉乳-24
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→新田→河川敷道路→環七通り→国道
4号→足立区保木間公園

葛飾区 粉乳-25
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→中川→青戸→葛西中央通り→国道6
号→葛飾区地域産業振興会館

江戸川区 粉乳-26
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→中川→西新小岩→蔵前橋通り→平和
通り→国道14号→江戸川区総合文化センター

調
製
粉
乳

明治乳業（株）
埼玉工場倉庫

（株）ヒューテック
ノオリン戸田支店
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表 9.1-4④ 設定した水上輸送ルート（哺乳瓶） 

物資の
種類

調達先 輸送先
ルート
No.

輸送ルート

千代田区 哺乳-1
環七通り→神谷→隅田川→日本橋川→新三崎橋→靖国通り→千代田区本庁
舎

中央区 哺乳-2 環七通り→神谷→隅田川→明石→晴海通り→新大橋通り→中央区本庁舎

港区 哺乳-3
環七通り→神谷→隅田川→日の出桟橋→海岸通り→新大橋通り→晴海通り→
日比谷通り→港区本庁舎

文京区 哺乳-4
環七通り→神谷→隅田川→神田川→市兵衛河岸→外堀通り→国道17号→国
道254号→文京シビックセンター

台東区 哺乳-5
環七通り→神谷→隅田川→浅草→国道6号→浅草通り→国道4号→台東区本
庁舎

墨田区 哺乳-6 環七通り→神谷→隅田川→墨田区庁舎前（吾妻橋）→墨田区本庁舎

江東区 哺乳-7
環七通り→神谷→隅田川→小名木川→スポーツ会館前→明治通り→葛西橋通
り→四ツ目通り→江東区本庁舎

品川区 哺乳-8
環七通り→神谷→隅田川→東京港→天王洲南運河→京浜運河→目黒川→東
海橋→国道15号→品川区防災センター

大田区 哺乳-9
環七通り→神谷→隅田川→東京港→京浜南運河→海老取運河→呑川→夫婦
橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

荒川区 哺乳-10 環七通り→神谷→隅田川→東尾久→尾久橋通り→明治通り→荒川区本庁舎

足立区 哺乳-11
環七通り→神谷→隅田川→荒川→堀切→河川敷道路→国道4号→足立区保
木間公園

葛飾区 哺乳-12
環七通り→神谷→隅田川→荒川→中川→青戸→葛西中央通り→国道6号→葛
飾区地域産業振興会館

江戸川区 哺乳-13
環七通り→神谷→隅田川→荒川→中川→西新小岩→蔵前橋通り→平和通り→
国道14号→江戸川区総合文化センター

哺
乳
瓶

ディーエヌピー
ロジスティックス
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表 9.1-5 設定した水上輸送ルート（し尿、瓦礫、遺体） 

船着場の
利用有無

●：有り
×：無し

千代田区 ●
し尿瓦礫-1
遺体-1

千代田区本庁舎→靖国通り→新三崎橋→日本橋川→隅田川→東京港
→外部へ

中央区 ●
し尿瓦礫-2
遺体-2

中央区本庁舎→新大橋通り→晴海通り→明石→隅田川→東京港→外
部へ

港区 × 港区本庁舎→陸送→日の出ふ頭→外部へ

新宿区 × 新宿区立総合体育館第2→陸送→日の出ふ頭→外部へ

文京区 ●
し尿瓦礫-3
遺体-3

文京シビックセンター→国道254号→国道17号→外堀通り→市兵衛
河岸→神田川→隅田川→東京港→外部へ

台東区 ●
し尿瓦礫-4
遺体-4

台東区本庁舎→国道4号→浅草通り→国道6号→浅草→隅田川→東京
港→外部へ

墨田区 ●
し尿瓦礫-5
遺体-5

墨田区本庁舎→墨田区庁舎前（吾妻橋）→隅田川→東京港→外部へ

江東区 ●
し尿瓦礫-6
遺体-6

江東区本庁舎→四ツ目通り→葛西橋通り→明治通り→スポーツ会館
前→小名木川→隅田川→東京港→外部へ

品川区 × 品川区防災センター→陸送→芝浦ふ頭→外部へ

目黒区 × 目黒区本庁舎→陸送→芝浦ふ頭→外部へ

大田区 ●
し尿瓦礫-7
遺体-7

大田区本庁舎→環八通り→国道15号→夫婦橋→呑川→海老取運河→
京浜南運河→東京港→外部へ

世田谷区 × 世田谷区本庁舎→陸送→芝浦ふ頭→外部へ

渋谷区 × 渋谷区本庁舎→陸送→日の出ふ頭→外部へ

中野区 × 中野区本庁舎→陸送→日の出ふ頭→外部へ

杉並区 × 杉並区立永福体育館→陸送→日の出ふ頭→外部へ

豊島区 × 豊島区立豊島体育館→陸送→日の出ふ頭→外部へ

北区 ●
し尿瓦礫-8
遺体-8

北区防災センター→本郷通り→国道122号→神谷→隅田川→東京港
→外部へ

荒川区 ●
し尿瓦礫-9
遺体-9

荒川区本庁舎→明治通り→尾久橋通り→東尾久→隅田川→東京港→
外部へ

板橋区 ●
し尿瓦礫-10
遺体-10

板橋区立小豆沢体育館→小豆沢→新河岸川→隅田川→東京港→外部
へ

練馬区 × 練馬区本庁舎→陸送→日の出ふ頭→外部へ

足立区 ●
し尿瓦礫-11
遺体-11

足立区保木間公園→国道4号→環七通り→河川敷道路→新田→荒川
→東京港→外部へ

葛飾区 ●
し尿瓦礫-12
遺体-12

葛飾区地域産業振興会館→国道6号→葛西中央通り→青戸→中川→
荒川→東京港→外部へ

江戸川区 ●
し尿瓦礫-13
遺体-13

江戸川区総合文化センター→国道14号→平和通り→蔵前橋通り→西
新小岩→中川→荒川→東京港→外部へ

し
尿
・
瓦
礫

区 輸送ルート
物資の
種類

ルート
No.
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9.2 緊急物資水上輸送経路に供給可能な船舶量の検討 

 「9.1 物資の水上輸送経路の検討」に示した河川・運河諸元に基づき、ルート毎に通航

可能な船舶を抽出し、その隻数と載貨重量の合計を求めた。この載貨重量の合計と物資量

を比較した需給バランスについて、以下のとおり検討を行った。 

 なお、ルート毎の通航可能船舶の抽出方法は、以下のとおりである。 

 

 【 ルート毎の通航可能船舶の抽出方法 】 

  ①「9.1 物資の水上輸送経路の検討」で設定した輸送ルート毎に、水上輸送経路とし

て設定された河川・運河の最小水深、最小水面上高さ、最小可航幅を抽出した。 

  ②上記「①」で抽出された輸送ルート毎の最小水深、最小水面上高さ、最小可航幅の

それぞれの諸元に対し、「6.2 対象船舶の抽出」で整理した物資輸送対象船舶の満

載喫水＋ＵＫＡ（喫水の 10％）、マスト高さ、全長×1.5 の各諸元を参照し、通航可

能船舶を抽出し、抽出された船舶を当該輸送ルートにおける通航可能船舶とした。 

  注：ここでは、ルート毎に独立の事象として船舶隻数を抽出し、１航海分の載貨重量で需給バランス
を検討している。よって、ルート毎の所要時間（物資の荷役時間等含む）や航海数等は考慮してい

ない。 

  ③輸送する物資（「８．災害時における必要物資量の検討」の検討結果）を重量換算＊

し、上記「②」で抽出した通航可能船舶の載貨重量との比較により需給バランスを

検討した。 

  ＊：１人分を 8kg として計算した。8kg は、40×40×40cm の段ボールに１人分の物資を入れた重さで
ある。参考：「災害時緊急輸送における河川航行船の利用可能性調査報告書 平成 14 年 3月」関東

運輸局船舶部・関東地方整備局河川部 

 

 各ルートにおける河川の諸元を物資の種類別に整理した結果を表 9.2-1 に示す。 
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表 9.2-1① 輸送ルートごとの河川の諸元(食料) 

物資
の
種類

調達先 輸送先
ルート
No.

輸送ルート 関連する河川
輸送ルートの
対象区間(St.No.)

最小
水深

最小
水面上
高さ

最小
可航幅

北区 食料-1 白髭東→千住→隅田川→神谷→国道122号→本郷通り→北区防災センター 隅田川 160→374 2.4 2.4 30.0

荒川区 食料-2 白髭東→千住→隅田川→東尾久→尾久橋通り→明治通り→荒川区本庁舎 隅田川 160→258 2.9 2.4 58.0

隅田川 160→409 1.4 2.4 30.0

荒川 20.6→9.8k 3.2 3.8 61.0

1.4 2.4 30.0

京浜運河 － 3.0 3.9 100.0

京浜南運河 － 3.0 3.9 30.0

海老取運河 － 3.0 3.3 40.0

呑川 1→50 1.0 2.0 10.1

1.0 2.0 10.1

小名木川 6→0 2.0 2.8 54.0

隅田川 20→0 4.6 3.4 26.0

2.0 2.8 26.0

小名木川 6→0 2.0 2.8 54.0

隅田川 20→0 4.6 3.4 26.0

2.0 2.8 26.0

小名木川 6→0 2.0 2.8 54.0

隅田川 20→85 4.1 3.5 48.0

2.0 2.8 48.0

江東区 食料-8
清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→スポーツ会館前→国道4号→
明治通り→葛西橋通り→四ツ目通り→江東区本庁舎

小名木川 6→52 2.0 1.1 23.8

天王洲南運河 - 2.5 4.2 30.0

京浜運河 - 3.0 3.9 100.0

目黒川 1→16 2.0 2.0 26.4

2.0 2.0 26.4

有明南運河 － 4.0 3.9 100.0

天王洲南運河 － 2.5 4.2 30.0

京浜運河 － 3.0 3.9 100.0

目黒川 1→16 2.0 2.0 26.4

2.0 2.0 26.4

有明南運河 － 4.0 3.9 100.0

京浜南運河 － 3.0 3.9 30.0

海老取運河 － 3.0 3.3 40.0

呑川 1→50 1.0 2.0 10.1

1.0 2.0 10.1

食料-3

食料-4

食料-5

食料-6

食
料

輸送ルート内の最小値

清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→隅田川→明石→晴海通り→
新大橋通り→中央区本庁舎

中央区

港区
清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→隅田川→日の出桟橋→海岸
通り→新大橋通り→晴海通り→日比谷通り→港区本庁舎

台東区
清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→隅田川→浅草→国道6号→
浅草通り→国道4号→台東区本庁舎

テレコムセンター→青海客船ターミナル→東京港→有明南運河→天王洲南運
河→京浜運河→目黒川→東海橋→国道15号→品川区防災センター

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値テレコム
センター

大田区

品川区

テレコムセンター→青海客船ターミナル→東京港→有明南運河→京浜南運河
→海老取運河→呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

食料-10

食料-11

白髭東

足立区
白髭東→千住→隅田川→荒川→堀切→河川敷道路→国道4号→足立区保木
間公園

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

清澄白河駅
地下

輸送ルート内の最小値

城南大橋
第二

大田区
城南大橋第二→国道357号→東京都漁連水産センター→京浜運河→京浜南
運河→海老取運河→呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

輸送ルート内の最小値

五色橋
教育庁倉庫

五色橋教育庁舎→海岸通り→日の出桟橋→東京港→天王洲南運河→京浜運
河→目黒川→東海橋→国道15号→品川区防災センター

品川区

食料-7

食料-9

 
-
 
3
2
5
 
-
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表 9.2-1② 輸送ルートごとの河川の諸元(生活必需品) 

物資
の
種類

調達先 輸送先
ルート
No.

輸送ルート 関連する河川
輸送ルートの
対象区間(St.No.)

最小
水深

最小
水面上
高さ

最小
可航幅

小名木川 32→0 1.6 1.78 41.5

隅田川 20→1 4.6 3.4 65.0

日本橋川 1→97 1.2 2.17 11.5

1.2 1.8 11.5

小名木川 32→0 1.6 1.78 41.5

隅田川 20→0 4.6 3.4 26.0

1.6 1.8 26.0

江東区 生活-3
毛利→新大橋通り→扇橋閘門→小名木川→スポーツ会館前→明治通り
→葛西橋通り→四ツ目通り→江東区本庁舎

小名木川 32→52 1.9 1.05 23.8

小名木川 32→0 1.6 1.78 41.5

隅田川 20→45 4.2 4.2 62.0

神田川 0→65 1.4 2.45 20.0

1.4 1.8 20.0

北区 生活-5
白髭東→千住→隅田川→神谷→国道122号→本郷通り→北区防災セン
ター

隅田川 160→374 2.4 2.4 30.0

荒川区 生活-6
白髭東→千住→隅田川→東尾久→尾久橋通り→明治通り→荒川区本庁
舎

隅田川 160→258 2.9 2.4 58.0

板橋区 生活-7 白髭東→千住→隅田川→新河岸川→小豆沢→板橋区立小豆沢体育館 隅田川 160→409 1.4 2.4 30.0

隅田川 160→409 1.4 2.4 30.0

荒川 20.6→9.8k 3.2 3.8 61.0

1.4 2.4 30.0

隅田川 160→409 1.4 2.4 30.0

荒川 20.6→6.9k 3.1 3.8 57.0

中川 St74→12.8k 1.0 2.3 20.4

1.0 2.3 20.4

台東区 生活-10
白髭東→千住→隅田川→浅草→国道6号→浅草通り→国道4号→台東
区本庁舎

隅田川 160→85 3.3 3.3 61.0

京浜運河 － 3.0 3.9 100.0

京浜南運河 － 3.0 3.9 30.0

海老取運河 － 3.0 3.3 40.0

呑川 1→50 1.0 2.02 10.1

1.0 2.0 10.1

小名木川 6→0 2.0 2.78 54.0

隅田川 20→374 2.4 2.4 30.0

2.0 2.4 30.0

隅田川 160→409 1.4 2.4 30.0

荒川 20.6→9.8k 3.2 3.8 61.0

1.4 2.4 30.0

有明南運河 － 4.0 3.9 100.0

天王洲南運河 － 2.5 4.2 30.0

京浜運河 － 3.0 3.9 100.0

目黒川 1→16 2.0 1.97 26.4

2.0 2.0 26.4

有明南運河 － 4.0 3.9 100.0

京浜南運河 － 3.0 3.9 30.0

海老取運河 － 3.0 3.3 40.0

呑川 1→50 1.0 2.02 10.1

1.0 2.0 10.1

生
活
必
需
品

中央区清澄白河駅地下

品川区

毛利

城南大橋第二

千代田区

中央区

白髭東

テレコムセンター

文京区
毛利→新大橋通り→扇橋閘門→小名木川→隅田川→神田川→市兵衛
河岸→外堀通り→国道17号→国道254号→文京シビックセンター

毛利→新大橋通り→扇橋閘門→小名木川→隅田川→日本橋川→新三
崎橋→靖国通り→千代田区本庁舎

生活-1

生活-2

生活-4

清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→隅田川→明石→晴海
通り→新大橋通り→中央区本庁舎

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

城南大橋第二→国道357号→東京都漁連水産センター→京浜運河→京
浜南運河→海老取運河→呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田
区本庁舎

輸送ルート内の最小値

毛利→新大橋通り→扇橋閘門→小名木川→隅田川→明石→晴海通り→
新大橋通り→中央区本庁舎

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

大田区

大田区
テレコムセンター→青海客船ターミナル→東京港→有明南運河→京浜南
運河→海老取運河→呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田区本
庁舎

テレコムセンター→青海客船ターミナル→東京港→有明南運河→天王洲
南運河→京浜運河→目黒川→東海橋→国道15号→品川区防災セン
ター

生活-11

生活-12

生活-14

生活-15

足立区
白髭東→千住→隅田川→荒川→堀切→河川敷道路→国道4号→足立

区保木間公園
輸送ルート内の最小値

葛飾区
白髭東→千住→隅田川→荒川→中川→青戸→環七通り→国道6号→葛
飾区地域産業振興会館

輸送ルート内の最小値

生活-8

生活-9

南千住 足立区
南千住→国道4号→明治通り→白髭西→隅田川→荒川→堀切→河川敷
道路→国道4号→足立区保木間公園

輸送ルート内の最小値

生活-13

 

 

 

 

-
 
3
2
6
 
-
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表 9.2-1③ 輸送ルートごとの河川の諸元(調製粉乳-1) 

調達先 輸送先
ルート
No.

輸送ルート 関連する河川
輸送ルートの
対象区間(St.No.)

最小
水深

最小
水面上
高さ

最小
可航幅

荒川 22.0→20.6k 3.8 9.5 73.0

隅田川 409→1 1.4 2.4 26.0

日本橋川 1→97 1.2 2.2 11.5

1.2 2.2 11.5

荒川 22.0→20.6k 3.8 9.5 73.0

隅田川 409→0 1.4 2.4 26.0

1.4 2.4 26.0

荒川 22.0→20.6k 3.8 9.5 73.0

隅田川 409→45 1.4 2.4 30.0

神田川 0→65 1.4 2.5 20.0

1.4 2.4 20.0

荒川 22.0→20.6k 3.8 9.5 73.0

隅田川 409→85 1.4 2.4 30.0

1.4 2.4 30.0

荒川 22.0→20.6k 3.8 9.5 73.0

隅田川 409→87 1.4 2.4 30.0

1.4 2.4 30.0

荒川 27.4→2.4k 1.8 3.8 34.0

旧中川 0→4 2.4 1.3 103.5

小名木川 96→52 3.4 1.6 16.2

1.8 1.3 16.2

荒川 22.0→20.6k 3.8 9.5 73.0

隅田川 409→374 1.4 5.9 37.0

1.4 5.9 37.0

荒川 22.0→20.6k 3.8 9.5 73.0

隅田川 409→258 1.4 3.9 30.0

1.4 3.9 30.0

荒川 22.0→20.6k 3.8 9.5 73.0

隅田川 409→407 2.1 5.9 100.0

新河岸川 1→38 1.2 3.5 29.0

1.2 3.5 29.0

荒川 22.0→6.9k 2.4 3.8 34.0

中川 St74→12.8k 1.0 2.3 20.4

1.0 2.3 20.4

荒川 22.0→6.9k 2.4 3.8 34.0

中川 74→65 3.2 4.3 34.5

2.4 3.8 34.0

粉乳-9

粉乳-10

粉乳-11

粉乳-6

粉乳-5

粉乳-7

粉乳-8

粉乳-1

粉乳-2

粉乳-3

粉乳-4

明治乳業（株）
埼玉工場倉庫

国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→新河岸川→小
豆沢→板橋区立小豆沢体育館

板橋区

葛飾区
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→中川→青戸→葛西中央
通り→国道6号→葛飾区地域産業振興会館

国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→墨田区庁舎前
→墨田区本庁舎

墨田区

国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→中川→西新小岩→蔵前
橋通り→平和通り→国道14号→江戸川区総合文化センター

江戸川区

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

北区
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→神谷→国道
122号→本郷通り→北区防災センター

荒川区
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→東尾久→尾久
橋通り→明治通り→荒川区本庁舎

江東区
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→旧中川→小名木川→スポーツ会館前
→明治通り→葛西橋通り→四ツ目通り→江東区本庁舎

国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→日本橋川→新
三崎橋→靖国通り→千代田区本庁舎

千代田区

国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→明石→晴海通
り→新大橋通り→中央区本庁舎

中央区

文京区
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→神田川→市兵
衛河岸→外堀通り→国道17号→国道254号→文京シビックセンター

台東区
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→浅草→国道6
号→浅草通り→国道4号→台東区本庁舎
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表 9.2-1③ 輸送ルートごとの河川の諸元(調製粉乳-2) 

調達先 輸送先
ルート
No.

輸送ルート 関連する河川
輸送ルートの
対象区間(St.No.)

最小
水深

最小
水面上
高さ

最小
可航幅

荒川 27.4→20.6k 1.8 6.9 62.0

隅田川 409→1 1.4 2.4 26.0

日本橋川 1→97 1.2 2.2 11.5

1.2 2.2 11.5

荒川 27.4→20.6k 1.8 6.9 62.0

隅田川 409→0 1.4 2.4 26.0

1.4 2.4 26.0

荒川 27.4→20.6k 1.8 6.9 62.0

隅田川 409→0 1.4 2.4 26.0

1.4 2.4 26.0

荒川 27.4→20.6k 1.8 6.9 62.0

隅田川 409→45 1.4 2.4 30.0

神田川 0→65 1.4 2.5 20.0

1.4 2.4 20.0

荒川 27.4→20.6k 1.8 6.9 62.0

隅田川 409→85 1.4 2.4 30.0

1.4 2.4 30.0

荒川 27.4→20.6k 1.8 6.9 62.0

隅田川 409→87 1.4 2.4 30.0

1.4 2.4 30.0

荒川 27.4→2.4k 1.8 3.8 34.0

旧中川 0→4 2.4 1.3 103.5

小名木川 96→52 3.4 1.6 16.2

1.8 1.3 16.2

荒川 27.4→20.6k 1.8 6.9 62.0

天王洲運河 － 2.5 4.2 30.0

京浜運河 － 3.0 3.9 100.0

目黒川 1→16 2.0 2.0 26.4

1.8 2.0 26.4

荒川 27.4→20.6k 1.8 6.9 62.0

京浜南運河 － 3.0 3.9 30.0

海老取運河 － 3.0 3.3 40.0

呑川 1→50 1.0 2.0 10.1

1.0 2.0 10.1

荒川 27.4→20.6k 1.8 6.9 62.0

隅田川 409→374 1.4 5.9 37.0

1.4 5.9 37.0

荒川 27.4→20.6k 1.8 6.9 62.0

隅田川 409→258 1.4 3.9 30.0

1.4 3.9 30.0

荒川 27.4→20.6k 1.8 6.9 62.0

隅田川 409→407 2.1 5.9 100.0

新河岸川 1→38 1.2 3.5 29.0

1.2 3.5 29.0

足立区 粉乳-24
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→新田→河川敷道路→環七通り→国道
4号→足立区保木間公園

荒川 27.4→18.8k 1.8 6.9 62.0

荒川 22.0→6.9k 2.4 3.8 34.0

中川 St74→12.8k 1.0 2.3 20.4

1.0 2.3 20.4

荒川 22.0→6.9k 2.4 3.8 34.0

中川 74→65 3.2 4.3 34.5

2.4 3.8 34.0

粉乳-22

粉乳-23

粉乳-25

粉乳-26

粉乳-18

粉乳-19

粉乳-20

粉乳-21

粉乳-12

葛飾区
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→中川→青戸→葛西中央通り→国道6
号→葛飾区地域産業振興会館

国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→中川→西新小岩→蔵前橋通り→平和
通り→国道14号→江戸川区総合文化センター

江戸川区

北区

荒川区
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→東尾久→尾久橋通り→明治
通り→荒川区本庁舎

国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→新河岸川→小豆沢→板橋区
立小豆沢体育館

板橋区

千代田区
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→日本橋川→新三崎橋→靖国
通り→千代田区本庁舎

（株）ヒューテック
ノオリン戸田支店

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→神谷→国道122号→本郷通
り→北区防災センター

国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→墨田区庁舎前（吾妻橋）→
墨田区本庁舎

墨田区

江東区
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→旧中川→小名木川→スポーツ会館前
→明治通り→葛西橋通り→四ツ目通り→江東区本庁舎

国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→東京港→天王洲南運河→京浜運河→
目黒川→東海橋→国道15号→品川区防災センター

品川区

大田区
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→東京港→京浜南運河→海老取運河→
呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

粉乳-17

国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→神田川→市兵衛河岸→外堀
通り→国道17号→国道254号→文京シビックセンター

文京区

台東区
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→浅草→国道6号→浅草通り
→国道4号→台東区本庁舎

粉乳-15

粉乳-16

国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→明石→晴海通り→新大橋通
り→中央区本庁舎

中央区

港区
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→日の出桟橋→海岸通り→新
大橋通り→晴海通り→日比谷通り→港区本庁舎

粉乳-13

粉乳-14
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表 9.2-1④ 輸送ルートごとの河川の諸元(物資の種類：哺乳瓶) 

物資の
種類

調達先 輸送先 ルートNo. 輸送ルート 関連する河川
輸送ルートの
対象区間(St.No.)

最小
水深

最小
水面上
高さ

最小
可航幅

隅田川 374→1 2.4 2.4 26.0

日本橋川 1→97 1.2 2.2 11.5

1.2 2.2 11.5

中央区 哺乳-2 環七通り→神谷→隅田川→明石→晴海通り→新大橋通り→中央区本庁舎 隅田川 374→0 2.4 2.4 26.0

港区 哺乳-3
環七通り→神谷→隅田川→日の出桟橋→海岸通り→新大橋通り→晴海通り→
日比谷通り→港区本庁舎

隅田川 374→0 2.4 2.4 26.0

隅田川 374→45 2.4 2.4 30.0

神田川 0→65 1.4 2.5 20.0

1.4 2.4 20.0

台東区 哺乳-5
環七通り→神谷→隅田川→浅草→国道6号→浅草通り→国道4号→台東区本
庁舎

隅田川 374→85 2.4 2.4 30.0

墨田区 哺乳-6 環七通り→神谷→隅田川→墨田区庁舎前（吾妻橋）→墨田区本庁舎 隅田川 374→87 2.4 2.4 30.0

隅田川 374→20 2.4 2.4 30.0

小名木川 0→52 1.6 1.1 23.8

1.6 1.1 23.8

隅田川 374→0 2.4 2.4 26.0

天王洲南運河 － 2.5 4.2 30.0

京浜運河 － 3.0 3.9 100.0

目黒川 1→16 2.0 2.0 26.4

2.0 2.0 26.0

隅田川 374→0 2.4 2.4 26.0

京浜南運河 － 3.0 3.9 30.0

海老取運河 － 3.0 3.3 40.0

呑川 1→50 1.0 2.0 10.1

1.0 2.0 10.1

荒川区 哺乳-10 環七通り→神谷→隅田川→東尾久→尾久橋通り→明治通り→荒川区本庁舎 隅田川 374→258 2.4 3.9 30.0

隅田川 374→409 1.0 5.9 37.0

荒川 20.6→9.8k 1.0 3.8 61.0

1.0 3.8 37.0

隅田川 374→409 1.4 5.9 37.0

荒川 20.6→6.9k 3.1 3.8 57.0

中川 St74→12.8k 1.0 2.3 20.4

1.0 2.3 20.4

隅田川 374→409 1.4 5.9 37.0

荒川 20.6→6.9k 3.1 3.8 57.0

中川 74→65 3.2 4.3 34.5

1.4 3.8 34.5

哺
乳
瓶

江戸川区
環七通り→神谷→隅田川→荒川→中川→西新小岩→蔵前橋通り→平和通り→
国道14号→江戸川区総合文化センター

環七通り→神谷→隅田川→荒川→中川→青戸→葛西中央通り→国道6号→葛
飾区地域産業振興会館

葛飾区

大田区
環七通り→神谷→隅田川→東京港→京浜南運河→海老取運河→呑川→夫婦
橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

品川区
環七通り→神谷→隅田川→東京港→天王洲南運河→京浜運河→目黒川→東
海橋→国道15号→品川区防災センター

江東区

輸送ルート内の最小値

ディーエヌピー
ロジスティックス

環七通り→神谷→隅田川→小名木川→スポーツ会館前→明治通り→葛西橋通
り→四ツ目通り→江東区本庁舎

文京区
環七通り→神谷→隅田川→神田川→市兵衛河岸→外堀通り→国道17号→国
道254号→文京シビックセンター

千代田区
環七通り→神谷→隅田川→日本橋川→新三崎橋→靖国通り→千代田区本庁
舎

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

哺乳-1

哺乳-4

哺乳-7

哺乳-8

哺乳-9

哺乳-12

哺乳-13

足立区 哺乳-11
環七通り→神谷→隅田川→荒川→堀切→河川敷道路→国道4号→足立区保

木間公園
輸送ルート内の最小値

 

 

 

-
 
3
2
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表 9.2-1⑤ 輸送ルートごとの河川の諸元(し尿・瓦礫) 

物資の
種類

区

船着場の
利用有無
●：有り
×：無し

ルート
No.

輸送ルート
関連する河
川

輸送ルートの
対象区間
(St.No.)

最小
水深

最小
水面上
高さ

最小
可航幅

日本橋川 1→97 1.2 2.2 11.5

隅田川 1→0 6.0 3.4 26.0

1.2 2.2 11.5

中央区 ● し尿瓦礫-2
中央区本庁舎→新大橋通り→晴海通り→明石→隅田川→東京港→外部
へ

隅田川 1→0 6.0 3.4 26.0

港区 × - 港区本庁舎→陸送→日の出ふ頭→外部へ － － － － －

新宿区 × - 新宿区立総合体育館第2→陸送→日の出ふ頭→外部へ － － － － －

神田川 0→65 1.4 2.5 20.0

隅田川 45→0 4.2 3.4 26.0

1.4 2.5 20.0

台東区 ● し尿瓦礫-4
台東区本庁舎→国道4号→浅草通り→国道6号→浅草→隅田川→東京
港→外部へ

隅田川 85→0 4.1 3.4 26.0

墨田区 ● し尿瓦礫-5 墨田区本庁舎→墨田区庁舎前（吾妻橋）→隅田川→東京港→外部へ 隅田川 87→0 4.1 3.4 26.0

小名木川 52→0 1.6 1.1 23.8

隅田川 20→0 4.6 3.4 26.0

1.6 1.1 23.8

品川区 × - 品川区防災センター→陸送→芝浦ふ頭→外部へ － － － － －

目黒区 × - 目黒区本庁舎→陸送→芝浦ふ頭→外部へ － － － － －

呑川 1→50 1.0 2.0 10.1

海老取運河 － 3.0 3.3 40.0

京浜南運河 － 3.0 3.9 30.0

1.0 2.0 10.1

世田谷区 × - 世田谷区本庁舎→陸送→芝浦ふ頭→外部へ － － － － －

渋谷区 × - 渋谷区本庁舎→陸送→日の出ふ頭→外部へ － － － － －

中野区 × - 中野区本庁舎→陸送→日の出ふ頭→外部へ － － － － －

杉並区 × - 杉並区立永福体育館→陸送→日の出ふ頭→外部へ － － － － －

豊島区 × - 豊島区立豊島体育館→陸送→日の出ふ頭→外部へ － － － － －

北区 ● し尿瓦礫-8
北区防災センター→本郷通り→国道122号→神谷→隅田川→東京港→
外部へ

隅田川 374→0 2.4 2.4 26.0

荒川区 ● し尿瓦礫-9
荒川区本庁舎→明治通り→尾久橋通り→東尾久→隅田川→東京港→外
部へ

隅田川 258→0 2.9 2.4 26.0

隅田川 409→0 1.4 2.4 26.0

新河岸川 38→1 1.2 3.5 29.0

1.2 2.4 26.0

練馬区 × - 練馬区本庁舎→陸送→日の出ふ頭→外部へ － － － － －

足立区 ● し尿瓦礫-11
足立区保木間公園→国道4号→環七通り→河川敷道路→新田→荒川→
東京港→外部へ

荒川 18.8→0.0k 2.4 3.8 34.0

中川 12.8k→St74 1.0 2.3 20.4

荒川 6.9→0.0k 2.4 4.4 34.0

1.0 2.3 20.4

中川 65→74 3.2 4.3 34.5

荒川 6.9→0.0k 2.4 4.4 34.0

2.4 4.3 34.0

文京区 ●
文京シビックセンター→国道254号→国道17号→外堀通り→市兵衛河岸
→神田川→隅田川→東京港→外部へ

千代田区本庁舎→靖国通り→新三崎橋→日本橋川→隅田川→東京港
→外部へ

●千代田区 し尿瓦礫-1

し尿瓦礫-3

大田区

江東区 ●
江東区本庁舎→四ツ目通り→葛西橋通り→明治通り→スポーツ会館前
→小名木川→隅田川→東京港→外部へ

し尿瓦礫-6

し尿瓦礫-7●

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

し
尿
・
瓦
礫

江戸川区 ●
江戸川区総合文化センター→国道14号→平和通り→蔵前橋通り→西新
小岩→中川→荒川→東京港→外部へ

葛飾区地域産業振興会館→国道6号→葛西中央通り→青戸→中川→荒
川→東京港→外部へ

葛飾区 ●

板橋区立小豆沢体育館→小豆沢→新河岸川→隅田川→東京港→外部
へ

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

大田区本庁舎→環八通り→国道15号→夫婦橋→呑川→海老取運河→
京浜南運河→東京港→外部へ

し尿瓦礫-10

し尿瓦礫-12

し尿瓦礫-13

板橋区 ●

 

 

 

-
 
3
3
0
 
-
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表 9.2-1⑥ 輸送ルートごとの河川の諸元(遺体) 

物資の
種類

区

船着場の
利用有無
●：有り
×：無し

ルート
No.

輸送ルート
関連する河
川

輸送ルートの
対象区間
(St.No.)

最小
水深

最小
水面上
高さ

最小
可航幅

日本橋川 1→97 1.2 2.2 11.5

隅田川 1→0 6.0 3.4 26.0

1.2 2.2 11.5

中央区 ● 遺体-2
中央区本庁舎→新大橋通り→晴海通り→明石→隅田川→東京港→外部
へ

隅田川 1→0 6.0 3.4 26.0

港区 × - 港区本庁舎→陸送→日の出ふ頭→外部へ － － － － －

新宿区 × - 新宿区立総合体育館第2→陸送→日の出ふ頭→外部へ － － － － －

神田川 0→65 1.4 2.5 20.0

隅田川 45→0 4.2 3.4 26.0

1.4 2.5 20.0

台東区 ● 遺体-4
台東区本庁舎→国道4号→浅草通り→国道6号→浅草→隅田川→東京
港→外部へ

隅田川 85→0 4.1 3.4 26.0

墨田区 ● 遺体-5 墨田区本庁舎→墨田区庁舎前（吾妻橋）→隅田川→東京港→外部へ 隅田川 87→0 4.1 3.4 26.0

小名木川 52→0 1.6 1.1 23.8

隅田川 20→0 4.6 3.4 26.0

1.6 1.1 23.8

品川区 × - 品川区防災センター→陸送→芝浦ふ頭→外部へ － － － － －

目黒区 × - 目黒区本庁舎→陸送→芝浦ふ頭→外部へ － － － － －

呑川 1→50 1.0 2.0 10.1

海老取運河 － 3.0 3.3 40.0

京浜南運河 － 3.0 3.9 30.0

1.0 2.0 10.1

世田谷区 × - 世田谷区本庁舎→陸送→芝浦ふ頭→外部へ － － － － －

渋谷区 × - 渋谷区本庁舎→陸送→日の出ふ頭→外部へ － － － － －

中野区 × - 中野区本庁舎→陸送→日の出ふ頭→外部へ － － － － －

杉並区 × - 杉並区立永福体育館→陸送→日の出ふ頭→外部へ － － － － －

豊島区 × - 豊島区立豊島体育館→陸送→日の出ふ頭→外部へ － － － － －

北区 ● 遺体-8
北区防災センター→本郷通り→国道122号→神谷→隅田川→東京港→
外部へ

隅田川 374→0 2.4 2.4 26.0

荒川区 ● 遺体-9
荒川区本庁舎→明治通り→尾久橋通り→東尾久→隅田川→東京港→外
部へ

隅田川 258→0 2.9 2.4 26.0

隅田川 409→0 1.4 2.4 26.0

新河岸川 38→1 1.2 3.5 29.0

1.2 2.4 26.0

練馬区 × - 練馬区本庁舎→陸送→日の出ふ頭→外部へ － － － － －

足立区 ● 遺体-11
足立区保木間公園→国道4号→環七通り→河川敷道路→新田→荒川→
東京港→外部へ

荒川 18.8→0.0k 2.4 3.8 34.0

中川 12.8k→St74 1.0 2.3 20.4

荒川 6.9→0.0k 2.4 4.4 34.0

1.0 2.3 20.4

中川 65→74 3.2 4.3 34.5

荒川 6.9→0.0k 2.4 4.4 34.0

2.4 4.3 34.0

遺体-12

遺体-13

板橋区 ●

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

大田区本庁舎→環八通り→国道15号→夫婦橋→呑川→海老取運河→
京浜南運河→東京港→外部へ

遺体-10

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

輸送ルート内の最小値

遺
体

江戸川区 ●
江戸川区総合文化センター→国道14号→平和通り→蔵前橋通り→西新
小岩→中川→荒川→東京港→外部へ

葛飾区地域産業振興会館→国道6号→葛西中央通り→青戸→中川→荒
川→東京港→外部へ

葛飾区 ●

板橋区立小豆沢体育館→小豆沢→新河岸川→隅田川→東京港→外部
へ

大田区

江東区 ●
江東区本庁舎→四ツ目通り→葛西橋通り→明治通り→スポーツ会館前
→小名木川→隅田川→東京港→外部へ

遺体-6

遺体-7●

文京区 ●
文京シビックセンター→国道254号→国道17号→外堀通り→市兵衛河岸
→神田川→隅田川→東京港→外部へ

千代田区本庁舎→靖国通り→新三崎橋→日本橋川→隅田川→東京港
→外部へ

●千代田区 遺体-1

遺体-3

 

 

 

-
 
3
3
1
 
-
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 表 9.2-1 に示した河川の諸元に基づき、ルート毎に通航可能な船舶の抽出を行い、その隻数と載貨重量の合計を求めた。載貨重量の合計と必

要物資等を重量に換算した結果を比較した結果を表 9.2-2 に示す。なお、必要物資等を重量換算した考え方は以下のとおりである。なお、輸送

ルート毎の通航可能な船舶の抽出結果は、表 9.2-3～表 9.2-10 に示す。 

 

食   料：前述の考え方③に示したとおり、１人分を 8kg として必要物資量を重量に換算した。 

生活必需品：「８．災害時における必要物資量等の検討」に示す生活必需品の毛布、敷物、コンロ、木炭、肌着、鍋・やかんのうち、最も調

達量の多い数値を用いて、上記考え方③に示すとおり、１人分を 8kg として必要物資量を重量に換算した。 

調製粉乳 ：１缶あたり 350g として重量換算した。 

哺 乳 瓶：１瓶あたり 200g として重量換算した。 

し   尿：１リットルあたり、1kg として重量換算した。 

瓦   礫：「８．災害時における必要物資量等の検討」の結果をそのまま用いた。 

遺   体：１人あたり 60kg として重量換算した。 

 

表 9.2-2① 輸送物資重量と通航可能船舶の隻数、載貨重量の総量(食料) 

隻数計
[隻]

載貨重量
計[t]
①

北区 食料-1 白髭東→千住→隅田川→神谷→国道122号→本郷通り→北区防災センター 85 5676 99759 798 4878

荒川区 食料-2 白髭東→千住→隅田川→東尾久→尾久橋通り→明治通り→荒川区本庁舎 152 25317 174520 1396 23921

足立区 食料-3
白髭東→千住→隅田川→荒川→堀切→河川敷道路→国道4号→足立区保木
間公園

73 4052 494294 3954 98

城南大橋第二 大田区 食料-4
城南大橋第二→国道357号→東京都漁連水産センター→京浜運河→京浜南
運河→海老取運河→呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

3 18 324849 2599 -2581

中央区 食料-5
清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→隅田川→明石→晴海通り→
新大橋通り→中央区本庁舎

54 1366 5557 44 1321

港区 食料-6
清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→隅田川→日の出桟橋→海岸
通り→新大橋通り→晴海通り→日比谷通り→港区本庁舎

54 1366 23800 190 1176

台東区 食料-7
清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→隅田川→浅草→国道6号→
浅草通り→国道4号→台東区本庁舎

148 20139 111209 890 19249

江東区 食料-8
清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→スポーツ会館前→国道4号→
明治通り→葛西橋通り→四ツ目通り→江東区本庁舎

0 0

五色橋教育庁倉庫 品川区 食料-9
五色橋教育庁舎→海岸通り→日の出桟橋→東京港→天王洲南運河→京浜運
河→目黒川→東海橋→国道15号→品川区防災センター

51 1336 36136 289 1047

品川区 食料-10
テレコムセンター→青海客船ターミナル→東京港→有明南運河→天王洲南運
河→京浜運河→目黒川→東海橋→国道15号→品川区防災センター

51 1336 43224 346 990

大田区 食料-11
テレコムセンター→青海客船ターミナル→東京港→有明南運河→京浜南運河
→海老取運河→呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

3 18 226818 1815 -1797

輸送ルート
物資の
種類

調達先 輸送先
ルート
No.

通航可能船舶

水上輸送が困難と考えられる。

必要
物資量
[人分]

必要
物資量の
重量換算
[t]
②

①-②
数値がプラスであ
れば、必要物資
量の重量より船舶
の載貨重量が大

きい。

食
料

清澄白河駅地下

テレコムセンター

白髭東

 
 

-
 
3
3
2
 
-
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表 9.2-2② 輸送物資重量と通航可能船舶の隻数、載貨重量の総量(生活必需品) 

隻数計
[隻]

載貨重量
計[t]
①

千代田区 生活-1
毛利→新大橋通り→扇橋閘門→小名木川→隅田川→日本橋川→新三崎橋→
靖国通り→千代田区本庁舎

6 49 1069 9 40

中央区 生活-2
毛利→新大橋通り→扇橋閘門→小名木川→隅田川→明石→晴海通り→新大
橋通り→中央区本庁舎

51 1336 148 1 1335

江東区 生活-3
毛利→新大橋通り→扇橋閘門→小名木川→スポーツ会館前→明治通り→葛西
橋通り→四ツ目通り→江東区本庁舎

0 0 10429 83 -83

文京区 生活-4
毛利→新大橋通り→扇橋閘門→小名木川→隅田川→神田川→市兵衛河岸→
外堀通り→国道17号→国道254号→文京シビックセンター

29 359 164 1 358

北区 生活-5 白髭東→千住→隅田川→神谷→国道122号→本郷通り→北区防災センター 85 5676 27568 221 5455

荒川区 生活-6 白髭東→千住→隅田川→東尾久→尾久橋通り→明治通り→荒川区本庁舎 152 25317 26680 213 25104

板橋区 生活-7 白髭東→千住→隅田川→新河岸川→小豆沢→板橋区立小豆沢体育館 73 4052 19194 154 3898

足立区 生活-8
白髭東→千住→隅田川→荒川→堀切→河川敷道路→国道4号→足立区保木
間公園

24 320 83812 670 -351

葛飾区 生活-9
白髭東→千住→隅田川→荒川→中川→青戸→環七通り→国道6号→葛飾区
地域産業振興会館

60 1443 98412 787 656

台東区 生活-10
白髭東→千住→隅田川→浅草→国道6号→浅草通り→国道4号→台東区本庁
舎

163 31491 1416 11 31479

城南大橋第二 大田区 生活-11
城南大橋第二→国道357号→東京都漁連水産センター→京浜運河→京浜南
運河→海老取運河→呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

3 18 103952 832 -814

南千住 足立区 生活-12
南千住→国道4号→明治通り→白髭西→隅田川→荒川→堀切→河川敷道路
→国道4号→足立区保木間公園

85 5676 34797 278 5398

清澄白河駅地下 中央区 生活-13
清澄白河駅地下→清澄通り→高橋→小名木川→隅田川→明石→晴海通り→
新大橋通り→中央区本庁舎

73 4052 10772 86 3966

品川区 生活-14
テレコムセンター→青海客船ターミナル→東京港→有明南運河→天王洲南運
河→京浜運河→目黒川→東海橋→国道15号→品川区防災センター

51 1336 5942 48 1288

大田区 生活-15
テレコムセンター→青海客船ターミナル→東京港→有明南運河→京浜南運河
→海老取運河→呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

3 18 9589 77 -59

輸送ルート
物資の
種類

調達先 輸送先
ルート
No.

通航可能船舶

必要
物資量
[人分]

必要
物資量の
重量換算
[t]
②

①-②
数値がプラスであ
れば、必要物資
量の重量より船舶
の載貨重量が大

きい。

生
活
必
需
品

毛利

白髭東

テレコムセンター

 

 

-
 
3
3
3
 
-
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表 9.2-2③ 輸送物資重量と通航可能船舶の隻数、載貨重量の総量(調製粉乳) 

隻数計
[隻]

載貨重量
計[t]
①

千代田区 粉乳-1
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→日本橋川→新
三崎橋→靖国通り→千代田区本庁舎

6 49 107 0.04 49

中央区 粉乳-2
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→明石→晴海通
り→新大橋通り→中央区本庁舎

51 1340 291 0.10 1340

文京区 粉乳-3
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→神田川→市兵
衛河岸→外堀通り→国道17号→国道254号→文京シビックセンター

29 363 269 0.09 363

台東区 粉乳-4
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→浅草→国道6
号→浅草通り→国道4号→台東区本庁舎

73 4052 677 0.24 4052

墨田区 粉乳-5
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→墨田区庁舎前
→墨田区本庁舎

73 4052 107 0.04 4052

江東区 粉乳-6
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→旧中川→小名木川→ス
ポーツ会館前→明治通り→葛西橋通り→四ツ目通り→江東区本庁舎

0 0 2105 0.74 -0.74

北区 粉乳-7
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→神谷→国道
122号→本郷通り→北区防災センター

97 5701 1208 0.42 5700

荒川区 粉乳-8
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→東尾久→尾久
橋通り→明治通り→荒川区本庁舎

82 4175 1169 0.41 4174

板橋区 粉乳-9
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→隅田川→新河岸川→小
豆沢→板橋区立小豆沢体育館

50 1152 642 0.22 1152

葛飾区 粉乳-10
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→中川→青戸→葛西中央
通り→国道6号→葛飾区地域産業振興会館

24 320 3071 1.07 319

江戸川区 粉乳-11
国道16号→国道122号→河川敷道路→川口→荒川→中川→西新小岩→蔵前
橋通り→平和通り→国道14号→江戸川区総合文化センター

121 8126 4416 1.55 8125

千代田区 粉乳-12
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→日本橋川→新三崎橋→靖国
通り→千代田区本庁舎

6 49 54 0.02 49

中央区 粉乳-13
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→明石→晴海通り→新大橋通
り→中央区本庁舎

51 1340 146 0.05 1340

港区 粉乳-14
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→日の出桟橋→海岸通り→新
大橋通り→晴海通り→日比谷通り→港区本庁舎

51 1340 198 0.07 1340

文京区 粉乳-15
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→神田川→市兵衛河岸→外堀
通り→国道17号→国道254号→文京シビックセンター

29 363 136 0.05 363

台東区 粉乳-16
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→浅草→国道6号→浅草通り
→国道4号→台東区本庁舎

73 4052 341 0.12 4052

墨田区 粉乳-17
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→墨田区庁舎前（吾妻橋）→
墨田区本庁舎

73 4052 574 0.20 4052

江東区 粉乳-18
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→旧中川→小名木川→スポーツ会館前
→明治通り→葛西橋通り→四ツ目通り→江東区本庁舎

0 0 1060 0.37 -0.37

品川区 粉乳-19
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→東京港→天王洲南運河→京浜運河→
目黒川→東海橋→国道15号→品川区防災センター

51 1336 608 0.21 1336

大田区 粉乳-20
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→東京港→京浜南運河→海老取運河→
呑川→夫婦橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

5 44 2141 0.75 43

北区 粉乳-21
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→神谷→国道122号→本郷通
り→北区防災センター

97 5701 609 0.21 5701

荒川区 粉乳-22
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→東尾久→尾久橋通り→明治
通り→荒川区本庁舎

82 4175 589 0.21 4175

板橋区 粉乳-23
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→隅田川→新河岸川→小豆沢→板橋区
立小豆沢体育館

50 1152 324 0.11 1152

足立区 粉乳-24
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→新田→河川敷道路→環七通り→国道
4号→足立区保木間公園

174 20133 1725 0.60 20133

葛飾区 粉乳-25
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→中川→青戸→葛西中央通り→国道6
号→葛飾区地域産業振興会館

24 320 1547 0.54 319

江戸川区 粉乳-26
国道17号→河川敷道路→戸田→荒川→中川→西新小岩→蔵前橋通り→平和
通り→国道14号→江戸川区総合文化センター

121 8126 2225 0.78 8126

輸送ルート
物資の
種類

調達先 輸送先
ルート
No.

通航可能船舶

必要
物資量
[人分]

必要
物資量の
重量換算
[t]
②

①-②
数値がプラスであ
れば、必要物資
量の重量より船舶
の載貨重量が大

きい。

調
製
粉
乳

明治乳業（株）
埼玉工場倉庫

（株）ヒューテック
ノオリン戸田支店

 
 

-
 
3
3
4
 
-
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表 9.2-2④ 輸送物資重量と通航可能船舶の隻数、載貨重量の総量(哺乳瓶) 

隻数計
[隻]

載貨重量
計[t]
①

千代田区 哺乳-1
環七通り→神谷→隅田川→日本橋川→新三崎橋→靖国通り→千代田区本庁
舎

6 49 68 0.01 49

中央区 哺乳-2 環七通り→神谷→隅田川→明石→晴海通り→新大橋通り→中央区本庁舎 52 1344 183 0.04 1344

港区 哺乳-3
環七通り→神谷→隅田川→日の出桟橋→海岸通り→新大橋通り→晴海通り→
日比谷通り→港区本庁舎

52 1344 247 0.05 1344

文京区 哺乳-4
環七通り→神谷→隅田川→神田川→市兵衛河岸→外堀通り→国道17号→国
道254号→文京シビックセンター

30 367 169 0.03 367

台東区 哺乳-5
環七通り→神谷→隅田川→浅草→国道6号→浅草通り→国道4号→台東区本
庁舎

85 5676 426 0.09 5676

墨田区 哺乳-6 環七通り→神谷→隅田川→墨田区庁舎前（吾妻橋）→墨田区本庁舎 85 5676 718 0.14 5676

江東区 哺乳-7
環七通り→神谷→隅田川→小名木川→スポーツ会館前→明治通り→葛西橋通
り→四ツ目通り→江東区本庁舎

0 0 1325 0.46 -0.46

品川区 哺乳-8
環七通り→神谷→隅田川→東京港→天王洲南運河→京浜運河→目黒川→東
海橋→国道15号→品川区防災センター

51 1336 760 0.15 1336

大田区 哺乳-9
環七通り→神谷→隅田川→東京港→京浜南運河→海老取運河→呑川→夫婦
橋→国道15号→環八通り→大田区本庁舎

3 18 2676 0.54 17

荒川区 哺乳-10 環七通り→神谷→隅田川→東尾久→尾久橋通り→明治通り→荒川区本庁舎 102 5920 736 0.15 5920

足立区 哺乳-11
環七通り→神谷→隅田川→荒川→堀切→河川敷道路→国道4号→足立区保
木間公園

42 1290 2156 0.43 1290

葛飾区 哺乳-12
環七通り→神谷→隅田川→荒川→中川→青戸→葛西中央通り→国道6号→葛
飾区地域産業振興会館

24 320 1934 0.39 320

江戸川区 哺乳-13
環七通り→神谷→隅田川→荒川→中川→西新小岩→蔵前橋通り→平和通り→
国道14号→江戸川区総合文化センター

89 4847 2780 0.56 4846

輸送ルート
物資の
種類

調達先 輸送先
ルート
No.

通航可能船舶

必要
物資量
[人分]

必要
物資量の
重量換算
[t]
②

①-②
数値がプラスであ
れば、必要物資
量の重量より船舶
の載貨重量が大

きい。

哺
乳
瓶

ディーエヌピー
ロジスティックス

 

 

 

表 9.2-2⑤ 輸送物資重量と通航可能船舶の隻数、載貨重量の総量(し尿) 

搬出元
ルート
No.

輸送ルート
隻数計
[隻]

載貨重量
計[t]
①

し尿
発生量
[リットル]

必要
物資量の
重量換算
[t]
②

①-②
数値がプラスであれ
ば、必要物資量の
重量より船舶の載
貨重量が大きい。

千代田区 し尿瓦礫-1
千代田区本庁舎→靖国通り→新三崎橋→日本橋川→隅田川→東京港→
外部へ 0 0 4,772 4,772 -4,772

中央区 し尿瓦礫-2
中央区本庁舎→新大橋通り→晴海通り→明石→隅田川→東京港→外部
へ 0 0 12,926 12,926 -12,926

文京区 し尿瓦礫-3
文京シビックセンター→国道254号→国道17号→外堀通り→市兵衛河岸
→神田川→隅田川→東京港→外部へ 0 0 11,960 11,960 -11,960

台東区 し尿瓦礫-4
台東区本庁舎→国道4号→浅草通り→国道6号→浅草→隅田川→東京港
→外部へ 0 0 30,075 30,075 -30,075

墨田区 し尿瓦礫-5 墨田区本庁舎→墨田区庁舎前（吾妻橋）→隅田川→東京港→外部へ
0 0 50,681 50,681 -50,681

江東区 し尿瓦礫-6
江東区本庁舎→四ツ目通り→葛西橋通り→明治通り→スポーツ会館前→
小名木川→隅田川→東京港→外部へ 0 0 93,559 93,559 -93,559

大田区 し尿瓦礫-7
大田区本庁舎→環八通り→国道15号→夫婦橋→呑川→海老取運河→京
浜南運河→東京港→外部へ 0 0 188,893 188,893 -188,893

北区 し尿瓦礫-8
北区防災センター→本郷通り→国道122号→神谷→隅田川→東京港→外
部へ 0 0 53,711 53,711 -53,711

荒川区 し尿瓦礫-9
荒川区本庁舎→明治通り→尾久橋通り→東尾久→隅田川→東京港→外
部へ 0 0 51,980 51,980 -51,980

板橋区 し尿瓦礫-10
板橋区立小豆沢体育館→小豆沢→新河岸川→隅田川→東京港→外部
へ 0 0 28,552 28,552 -28,552

足立区 し尿瓦礫-11
足立区保木間公園→国道4号→環七通り→河川敷道路→新田→荒川→
東京港→外部へ 0 0 152,184 152,184 -152,184

葛飾区 し尿瓦礫-12
葛飾区地域産業振興会館→国道6号→葛西中央通り→青戸→中川→荒
川→東京港→外部へ 0 0 136,535 136,535 -136,535

江戸川区 し尿瓦礫-13
江戸川区総合文化センター→国道14号→平和通り→蔵前橋通り→西新
小岩→中川→荒川→東京港→外部へ 0 0 196,297 196,297 -196,297  

 

-
 
3
3
5
 
-
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表 9.2-2⑥ 輸送物資重量と通航可能船舶の隻数、載貨重量の総量(瓦礫) 

搬出元
ルート
No.

輸送ルート
隻数計
[隻]

載貨重量
計[t]
①

瓦礫
発生量
[t]
②

①-②
数値がプラスであれ
ば、必要物資量の
重量より船舶の載
貨重量が大きい。

千代田区 し尿瓦礫-1
千代田区本庁舎→靖国通り→新三崎橋→日本橋川→隅田川→東京港→
外部へ 0 0 214,937 -214,937

中央区 し尿瓦礫-2
中央区本庁舎→新大橋通り→晴海通り→明石→隅田川→東京港→外部
へ 0 0 331,718 -331,718

文京区 し尿瓦礫-3
文京シビックセンター→国道254号→国道17号→外堀通り→市兵衛河岸
→神田川→隅田川→東京港→外部へ 0 0 128,107 -128,107

台東区 し尿瓦礫-4
台東区本庁舎→国道4号→浅草通り→国道6号→浅草→隅田川→東京港
→外部へ 0 0 420,036 -420,036

墨田区 し尿瓦礫-5 墨田区本庁舎→墨田区庁舎前（吾妻橋）→隅田川→東京港→外部へ
0 0 483,439 -483,439

江東区 し尿瓦礫-6
江東区本庁舎→四ツ目通り→葛西橋通り→明治通り→スポーツ会館前→
小名木川→隅田川→東京港→外部へ 0 0 870,224 -870,224

大田区 し尿瓦礫-7
大田区本庁舎→環八通り→国道15号→夫婦橋→呑川→海老取運河→京
浜南運河→東京港→外部へ 0 0 1,824,458 -1,824,458

北区 し尿瓦礫-8
北区防災センター→本郷通り→国道122号→神谷→隅田川→東京港→外
部へ 0 0 405,672 -405,672

荒川区 し尿瓦礫-9
荒川区本庁舎→明治通り→尾久橋通り→東尾久→隅田川→東京港→外
部へ 0 0 526,649 -526,649

板橋区 し尿瓦礫-10
板橋区立小豆沢体育館→小豆沢→新河岸川→隅田川→東京港→外部
へ 0 0 177,263 -177,263

足立区 し尿瓦礫-11
足立区保木間公園→国道4号→環七通り→河川敷道路→新田→荒川→
東京港→外部へ 0 0 1,056,004 -1,056,004

葛飾区 し尿瓦礫-12
葛飾区地域産業振興会館→国道6号→葛西中央通り→青戸→中川→荒
川→東京港→外部へ 0 0 1,175,983 -1,175,983

江戸川区 し尿瓦礫-13
江戸川区総合文化センター→国道14号→平和通り→蔵前橋通り→西新
小岩→中川→荒川→東京港→外部へ 0 0 1,838,944 -1,838,944  

 

表 9.2-2⑦ 輸送物資重量と通航可能船舶の隻数、載貨重量の総量(遺体) 

搬出元
ルート
No.

輸送ルート
隻数計
[隻]

載貨重量
計[t]
①

遺体
発生量
[人]

遺体の
重量換算
[t]
②

①-②
数値がプラスであれ
ば、必要物資量の
重量より船舶の載
貨重量が大きい。

千代田区 遺体-1
千代田区本庁舎→靖国通り→新三崎橋→日本橋川→隅田川→東京港→
外部へ 6 49 197 12 37

中央区 遺体-2
中央区本庁舎→新大橋通り→晴海通り→明石→隅田川→東京港→外部
へ 62 1473 295 18 1,456

文京区 遺体-3
文京シビックセンター→国道254号→国道17号→外堀通り→市兵衛河岸
→神田川→隅田川→東京港→外部へ 29 363 57 3 360

台東区 遺体-4
台東区本庁舎→国道4号→浅草通り→国道6号→浅草→隅田川→東京港
→外部へ 62 1473 101 6 1,467

墨田区 遺体-5 墨田区本庁舎→墨田区庁舎前（吾妻橋）→隅田川→東京港→外部へ
62 1473 82 5 1,469

江東区 遺体-6
江東区本庁舎→四ツ目通り→葛西橋通り→明治通り→スポーツ会館前→
小名木川→隅田川→東京港→外部へ 0 0 277 17 -17

大田区 遺体-7
大田区本庁舎→環八通り→国道15号→夫婦橋→呑川→海老取運河→京
浜南運河→東京港→外部へ 3 18 950 57 -39

北区 遺体-8
北区防災センター→本郷通り→国道122号→神谷→隅田川→東京港→外
部へ 52 1344 78 5 1,339

荒川区 遺体-9
荒川区本庁舎→明治通り→尾久橋通り→東尾久→隅田川→東京港→外
部へ 52 1344 137 8 1,336

板橋区 遺体-10
板橋区立小豆沢体育館→小豆沢→新河岸川→隅田川→東京港→外部
へ 45 996 45 3 993

足立区 遺体-11
足立区保木間公園→国道4号→環七通り→河川敷道路→新田→荒川→
東京港→外部へ 121 8126 128 8 8,119

葛飾区 遺体-12
葛飾区地域産業振興会館→国道6号→葛西中央通り→青戸→中川→荒
川→東京港→外部へ 24 320 471 28 292

江戸川区 遺体-13
江戸川区総合文化センター→国道14号→平和通り→蔵前橋通り→西新
小岩→中川→荒川→東京港→外部へ 137 8430 877 53 8,378  

 

-
 
3
3
6
 
-
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表 9.2-3① 食料の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-3② 食料の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-3③ 食料の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-3④ 食料の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-3⑤ 食料の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-4① 生活必需品の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-4② 生活必需品の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-4③ 生活必需品の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-4④ 生活必需品の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-4⑤ 生活必需品の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-4⑥ 生活必需品の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-4⑦ 生活必需品の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-4⑧ 生活必需品の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-4⑨ 生活必需品の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 

 

 



 - 351 -

表 9.2-4⑩ 生活必需品の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-5① 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-1～11)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-5② 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-1～11)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-5③ 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-1～11)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-5④ 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-1～11)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-5⑤ 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-1～11)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-5⑥ 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-12～16)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-5⑦ 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-12～16)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-5⑧ 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-12～16)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-5⑨ 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-12～16)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-5⑩ 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-12～16)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-6① 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-17～26)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-6② 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-17～26)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-6③ 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-17～26)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-6④ 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-17～26)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-6⑤ 調製粉乳の輸送ルート毎(粉乳-17～26)の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-7① 哺乳瓶の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 

 



 - 368 -

表 9.2-7② 哺乳瓶の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 

 



 - 369 -

表 9.2-7③ 哺乳瓶の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-7④ 哺乳瓶の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 

 



 - 371 -

表 9.2-8① し尿の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 

 

 



 - 372 -

表 9.2-9① 瓦礫の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-10① 遺体の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-10② 遺体の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-10③ 遺体の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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表 9.2-10④ 遺体の輸送ルート毎の通航可能船舶抽出結果 
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9.3 緊急物資の水上輸送活用に係る課題の検討 

 以下、今回の検討結果を踏まえ、緊急物資の水上輸送活用に係る課題を述べた。 

 

 9.3.1 地理的条件による制約 

  帰宅困難者の輸送と同様、緊急物資を水上輸送する場合、河川・運河並びに船着場が

以下の 15 区にしか存在しない。 

 

  【 河川・運河並びに船着場が存在する 15 特別区 】 

   千代田区、中央区、港区、文京区、台東区、墨田区、江東区、品川区、大田区、 

   北区、荒川区、板橋区、足立区、葛飾区、江戸川区 

 

  そのため、これら 15 区以外の区市町村においては、緊急物資の水上輸送の可能性は低

いと考えられ、陸上輸送網の確実性を高める他、空輸等による代替性について確保を図

ることが重要である。 

 

 9.3.2 河川・運河諸元に基づく利用可能船舶による需給のアンバランス 

  各緊急物資の目的地別に水上輸送経路を設定し、当該経路の物資量並びに設定した経

路を通航可能な船舶の載貨重量との需給バランスを検討した。 

  設定した経路別の河川・運河諸元から通航可能な船舶を抽出すると、帰宅困難者輸送

と異なり、比較的喫水が浅くマスト高さの低い「台船・艀」を利用することにより、ほ

とんどの設定経路で水上輸送の可能性があることが示された。 

  発災時における緊急物資の水上輸送において、今回設定した経路では荒川、小名木川、

神田川、旧中川、新河岸川、隅田川、中川、日本橋川、呑川、目黒川、有明南運河、海

老取運河、京浜運河、京浜南運河、天王洲南運河といった河川・運河の活用可能性が高

い。（図 9.3-1）ただし、小名木川については、上述のとおり橋梁桁下高さの低い区間が

あるため、整備等の必要性について詳細の検討を図る必要がある。 

  また、今回の検討においては、概ね供給量（船舶）に対して需要量（物資量）が賄え

る結果となった。しかし、経路毎に独立した事象として利用可能船舶数を抽出し、１航

海分の載貨重量で需給バランスを示しているため、都内全域での需給バランスの検討に

は至っていないため、船舶の各経路への配分等については、経路を通航する所要時間等

に鑑みた輸送計画を策定する必要があると考えられる。 

  なお、参考まで、物資別の需給バランスについて以下に述べる。 

 

 (1)食料 

   水上輸送の可能性がある 11 のルートを設定したが、小名木川を活用するルートの一

部区間(St.No.6→52)はマスト高より桁下高さが低く(ルート内の最小は 1.1ｍ)、船舶
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の通航ができないため、水上輸送が困難と考えられる。 

   必要物資量と通航可能船舶の載貨重量の総量を比較した結果、１つのルートを除き、

載貨重量の方が大きい。最も多く供給できるのは、必要物資量 1,396t に対して、載貨

重量が 25,317t となる。必要物資の供給が不足するのは、城南大橋第二及びテレコム

センターの備蓄倉庫から大田区へ向かうルートで、3隻の船舶しか通航できず、載貨重

量が足りない結果となった。 

 

 (2)生活必需品等 

   食料と同様に、小名木川を活用するルートの一部区間(St.No.6→52)はマスト高より

桁下高さが低く(ルート内の最小は 1.1ｍ)、船舶の通航ができないため、水上輸送が困

難と考えられる。 

   必要物資量と通航可能船舶の載貨重量の総量を比較した結果、全 15 ルートのうち 11

ルートは、載貨重量の方が大きく、最も多く供給できるのは、必要物資量 11t に対し

て、載貨重量が 31,491t となる。必要物資の供給が不足するのは、4ルートで、そのう

ちの 2ルートは大田区へ向かうルートであり、それぞれ 3隻の船舶しか通航できず（呑

川の最小水深が 1.0ｍであるため）、載貨重量が足りない結果となった。 

 

 (3)調製粉乳 

   水上輸送の可能性がある 26 のルートを設定したが、旧中川を活用するルートはマス

ト高より桁下高さが低く（ルート内の最小は 1.3ｍ）、船舶の通航ができないため、水

上輸送が困難と考えられる。 

   必要物資量と通航可能船舶の載貨重量の総量を比較した結果、全 26 ルートのうち 24

ルートは、載貨重量の方が大きく、最も多く供給できるのは、必要物資量 0.60t に対

して、載貨重量が 20,133t となる。必要物資の供給が不足するのは、前述の旧中川を

活用した 2ルートで、船舶が通航できない結果となった。 

 

 (4)哺乳瓶 

   水上輸送の可能性がある 13 のルートを設定したが、食料と同様に、小名木川を活用

するルートはマスト高より桁下高さが低く（ルート内の最小は 1.1ｍ）、船舶の通航が

できないため、水上輸送が困難と考えられる。 

   必要物資量と通航可能船舶の載貨重量の総量を比較した結果、全 13 ルートのうち 12

ルートは、載貨重量の方が大きく、最も多く供給できるのは、必要物資量 0.15t に対

して、載貨重量が 5,920t となる。必要物資の供給が不足するのは、前述の小名木川を

活用した 1ルートで、船舶が通航できない結果となった。 
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 (5)し尿 

   水上輸送の可能性がある 13 のルートを設定したが、河川の諸元と対象船舶の諸元を

比較した結果、設定したルートを通航できる船舶がなかったため、水上輸送は困難と

考えられる。 

 

 (6)瓦礫 

   水上輸送の可能性がある 13 のルートを設定したが、河川の諸元と対象船舶の諸元を

比較した結果、設定したルートを通航できる船舶がなかったため、水上輸送は困難と

考えられる。 

 

 (7)遺体 

   水上輸送の可能性がある 13 のルートを設定したが、小名木川を活用する 1つのルー

トはマスト高より桁下高さが低く（ルート内の最小は 1.1ｍ）、船舶の通航ができない

ため、水上輸送が困難と考えられる。 

   必要輸送量と通航可能船舶の載貨重量の総量を比較した結果、全 13 ルートのうち 11

ルートは、載貨重量の方が大きく、遺体を搬出することができる結果となった。 
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図 9.3-1 現状で活用が現実的な物資輸送ルート 
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